平成25年度真庭商工会　第1回工業部会幹事会　議事録

１．招集通知日　平成２５年　６月２４日（月曜日）

１．開催日時　平成２５年　７月　２日（火曜日）１５時～
1． 開催場所　真庭商工会　本部
１．幹　事　総　数　１２名

１．出席者　１２名
　商工会会長　福島正明

　　　　　　担当正副会長　山下　豊（真庭商工会　副会長）

部 会 長　大月隆行
副部会長　中谷勲夫
幹　　事　志田知之
幹　  事　佐田時信
幹　  事　田村恒次
幹　　事　志田　崇

１．事務局出席者数　　６名
　　　　　　事務局　高田壮一郎（真庭商工会　事務局長）

  　　　　事務局　森本陸夫　（真庭商工会　総務課長）
　　　　　事務局　林　英明　（真庭商工会　蒜山支所）

　　　　　事務局　金崎俊枝　（真庭商工会　美甘支所）
          事務局　伊達　幹　（真庭商工会　支援課）

１．司会・事務局　森本陸夫（真庭商工会　総務課長）

１．議長　大月隆行（工業部会　部会長）

1． 議事録記録者　伊達　幹（真庭商工会　支援課）
　  

１．議　　　　　題
　　協議事項は次の通り
　　　協議事項　  
①平成２５年度事業の確認について
　・市内高校「真庭高校、勝山高校」との情報交換会

　・県外視察研修会の実施について

　・真庭市の商工業者施策説明会について

　・真庭市への要望について

　　　　　②その他
議事の経過要領及び議案別の議決の結果

　定刻１５時となり、司会者　森本陸夫氏（真庭商工会　総務課長：以下司会者）より平成２５年度第1回工業部会幹事会を開会する旨を告げた。続いて司会者は、部会長　大月隆行氏（以下部会長）に開会の挨拶を求め、部会長は挨拶を行う。

（部会長挨拶要旨）大月部会長は、出席者に工業部会の活動に対するお礼を述べた後、今後の工業部会としての地域貢献事業、産業の活性化、行政との連携についての挨拶があった。
　
続いて、司会者は、担当正副会長　山下　豊　氏（真庭商工会　副会長）に挨拶を求め、山下副会長は挨拶を行う。

（担当正副会長挨拶要旨）山下副会長は、新市長体制との交流、工業部会が核となって商工会事業を盛上げていただきたいとの挨拶があった。
続いて司会者は協議事項に入る旨を述べ、本会議の議長を部会長とした。
部会長は議長就任を承諾し議長席に着き、議案の審議に入る。
＜平成２５年度事業の確認について＞
　議長は、議事①「平成２５年度事業の確認について」を上程し事務局に説明を求める。
　事務局：森本陸夫氏は、前回の工業部会幹事会での協議の結果、平成２５年度事業として取組む事業の報告及び協議内容の説明を行った。

○市内高校「真庭高校、勝山高校」との情報交換会

議長：大月隆行氏「情報交換会のテーマについては、雇用だけにテーマを絞らずに、大きな枠で協議を行った方がいいのではと思います。」

副会長：山下　豊氏「情報交換会の対象の高校は、真庭高校と勝山高校ですが、真庭高校全校地なので、勝山高校も全校地を考えてはどうかと思います。」
幹事：田村恒次氏「蒜山校地の生徒の就職先にもなり得るので、お声掛けをした方がいいと思います。」
幹事：志田知之氏「各学校で、いろいろ専攻している事が異なるので、テーマを進路、就職につながるものにしたい。」
議長：大月隆行氏「意見交換会へ参加される学校側の方は、誰が参加され、人数はどの位で考えていますか。」

事務局：森本陸夫氏「基本的には、進路指導担当の先生を想定しております。人数は２名程度で依頼を考えております。部会としては、全部会員へご案内を考えております。」

議長：大月隆行氏「情報交換会として、学校側の活動、実際の就職活動の現場の声が聴ける会としたいと考えます。」

副会長：山下　豊氏「各校いろいろな環境、状況だと思います。それぞれテーマ的なものを持っていると考えられる。」

幹事：志田知之氏「学校側も進路担当者が、短いサイクルで転勤を行うため、情報の引継ぎが上手くできておらず。担当が変わることによって、地元企業との関わりあいもなくなってきている。

幹事：佐田時信氏「当社では、現在インターンシップの受け入れを行っていて、学生が事業所を訪問し、就業の現場を肌で感じることができる。企業と学校側との連携にも大きくつながる。」

幹事：志田知之氏「形は違いますが以前は、休みの時に学生がアルバイトをよく受け入れていました。インターンシップを地元企業で実施し、就業体験ができる仕組みづくりを行えたらと考えます。」
議長：大月隆行氏「産学官連携の「産」の窓口を商工会が担い、商工会として、インターンシップの受入企業一覧を作成できればと思います。情報交換会での大きなテーマとしてインターンシップとし、取り組み方等を学校側から意見を聞き情報交換会開催へ進めていきたいと思います。

協議結果
情報交換会の参加高校を、「真庭高校　落合校地・久世校地」「勝山高校　勝山高地・蒜山校地」の４校

テーマについて、インターンシップへの取組み及び、各高校の活動情報とし、事務局において情報、意見収集のため各高校を巡回。テーマの絞り込みについては、部会長に一任された。

開催時期を８月中旬から９月中に開催。意見交換会終了後、懇談会を開催。

年に１回、開催を継続的に行う。
○県外視察研修の実施について
　議長：大月隆行氏「昨年度実施し、先進企業の視察を行い大変好評でした。本年度も、日帰り行程となると思いますが、実施をしたと思います。」
　会長：福島正明氏「先進企業を見て、触れることは非常に意味がある事だと思います。」
　副会長：山下　豊氏「新市長が、京都の視察研修先の紹介ならできると思いますので、ご意見を聞かれたらと思います。」

　議長：大月隆行氏「７月１６日に市長と懇談会がありますので、その時に山下副会長と一緒にお話をお伺いしたいと思います。」

　協議結果

　開催日程を１０月末から１１月中に開催。部会長と事務局で絞り込みを行う。
　視察先を京都方面とし、市長より意見を聞き、視察先企業の紹介してもらう。

　行程は日帰りとする。
○真庭市の商工業者施策説明会について

　議長：大月隆行氏「市の平成２６年度施策についての説明となるので、是非関係者は参加をしていただきたい。」
　会長：福島正明氏「施策はあっても、その申請方法、書類の作成において、申請を断念している方もおられる。」

　副会長：山下　豊氏「例年申請を行い、申請に慣れている方は施策の制度説明を受けるだけでいいが、申請慣れしていない方への支援が必要。」

　幹事：志田知之氏「商工会が、申請書類の作成支援を行い、申請ができるように指導をしていただくようにお願いしたい。」

　議長：大月隆行氏「施策説明会の案内は全会員を対象として案内を行い、部会の活動を認識していただく。」

　協議結果

　平成２６年度商工業者施策説明会を平成２６年２月に開催。

　案内は、全会員へ。
　商工会事務局としては、申請書等の作成支援を行う。

○真庭市への要望について

　議長：大月隆行氏「７月１６日に商工会役員と新市長との懇談会が開催されます。工業部会からも部会長の私が参加いたします。部会からの要望を伝えたいと思います。」

　会長：福島正明氏「商工会としても、商工会の姿が見えてこないとのご意見があったと聞いております。真庭市において商工会の役割をしっかり伝えたいと考えております。」

　幹事：志田知之氏「事業について、各地区での活性化事業にも繋がっているので、できる限り継続的に支援していただきたい。」
　会長：福島正明氏「会員向けの施策制度の充実も要望を行いたいと考えております。」
　幹事：志田　崇氏「青年部という若い組織からも、自分たちでもっと勉強して、利用できる施策などをどんどん利用していきたいと思っています。」

　議長：大月隆司氏「制度の利用について、商工業者が利用しやすい制度を増やしていただけいるよう要望をお願いしてみます。」

　協議結果

　真庭商工会の役割を知っていただく。

　商工業者向けの施策制度の充実。

　地域振興事業補助の継続。

　市長との懇談会の継続開催。

　商工会の申請支援。
議長は、以上で本日の協議事項等の全てが終了した旨を述べ、熱心なる審議に感謝の意を述べ議長席を降りる。

続いて、部会長大月隆司氏が閉会を宣する。　時に、午後１６時１５分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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